
【感染症発生動向調査事業から】 
  
     

  

 

 
  

    

 

 

   

 

    

  

  

 

   

       

    
   

新型コロナウイルス感染症～療養期間の短縮と注意点～ 

今、何の病気が流行しているか！ 

    

 

   

第３６週報告数第１位 

 

令和４年９月５日（月）～令和４年９月１１日（日）〔令和４年第３６週〕の感染症発生状況 

第３６週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）感染性胃腸炎 ３）ヘルパンギーナでした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は６．１１人と前週（６．４１人）から減少しましたが、例年より高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．１４人と前週（２．３０人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

ヘルパンギーナの定点当たり患者報告数は２．０６人と前週（１．５１人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

第３６週報告数第３位 

 

第３６週報告数第２位 

 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・ 
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和４年９月１３日作成 

 
（問合せ先）０４４－２７６－８２５０ 

 我が国では、現在の流行の主流であるオミクロン株の特性を踏まえ、令和４

年９月７日から、新型コロナウイルス感染症の患者に対する療養解除日の判断

基準が一部変更されました。療養期間は、有症者（入院患者を除く）の場合は、

発症日から７日間経過し、かつ症状軽快後２４時間経過するまでとなり、無症

状病原体保有者の場合は、５日目に検査キットでの陰性が確認できれば、初回

検体採取日から５日間経過後に療養解除が可能となりました。 

療養期間は短縮されますが、有症者は発症日から１０日間、無症状病原体保

有者は検体採取日から７日間経過する 

までは、感染リスクが残存するとされ 

ていますので、検温やマスクの着用等、 

予防対策の継続を心がけましょう。 

新型コロナウイルス感染症の療養期間 
●有症者（入院患者を除く） 

発症日 解除 

５日目 

発症日から７日間経過、 

かつ症状軽快後２４時間経過 

●無症状病原体保有者  
６日目 

①解除 検体採取日 

①検体採取日から７日間経過 

川崎市における新型コロナウイルス感染症の発生状況 
-令和３年第１週～令和４年第３６週- 

０日目 １日目 ７日目 ８日目 １１日目 

解除後も発症日から 
１０日間経過するまで
は感染リスクが残存 

 

１０日目 

０日目 １日目 ７日目 ８日目 

②検体採取日から５日目 
に検査キット陰性を確認 
した場合 

②解除 ②検査陰性 

解除後も検体採取日か
ら７日間経過するまで
は感染リスクが残存 

 

①通常の療養期間 

②短縮可能な場合の療養期間 

療養期間解除 

後の予防対策 

検温 

マスク 
の着用 

ハイリスク者
との接触回避 

三密の回避 


